
唐
代
西
域

の
檜
尼
衆
團

小

笠

原

宣

秀

先
年
來
、
龍
谷
大
學
西
域
文
化
研
究
會
に
お
い
て
、
西
域
出
土
古
文

書
の
調
査
研
究
に
從
事
し
つ
つ
あ
る
私
は
、
そ
の
成
果
を
基
と
し
て
、

吐
魯
番
佛
教
史
ま
た
は
西
域
佛
教
々
團
史
研
究
な
る
も
の
を
成
就
せ
し

め
た
い
と
考
え
、
既
に
本
誌
上
に
お
い
て
も
若
干
の
論
文
を
獲
表
し
來

つ
た
の
で
あ
る
。
就
中
本
誌
第
九
巻
二
號
に

「
吐
魯
番
文
書
に
現
れ
た

る
儒
濫
僧

の
問
題
」
と
い
う
を
護
表
し
た
。
之
は
夙
に
敦
煙
文
書
等
に

お
い
て

「
百
姓
僧
」
「
地
圭
信
」
の
名
義
が
見
え

る
も

の
を
、
名
目
上

は
僧
に
列

し
て
、
實
際
は
僧
と
し
て
の
債
値
を
有
し
な
い
農
民
暦
の
こ

と
な
り
と
さ
れ
て
い
る
、
印
ち
敦
煙
地
域
の
儒
濫
僧
の
存
在
を
指
摘
さ

れ
る
に
封
し
、
吐
魯
番
文
書
に
お
け
る
新
名
義
の

「
田
地
檜
」
は
、
同

(1
)

趣
の
儒
濫
僧
で
は
あ
る
ま
い
、
と
い
う
提
言
を
し
た
の
で
あ
る
。
な
お

そ
れ
と
と
も
に
、
大
髄
に
、
西
域
地
方
に
は
佛
教
の
流
通
に
俘

つ
て
、

僧
尼
衆
團
が
ど
の
よ
う
な
在
り
方
を
な
し
た
か
と
い
う
論
考
を
試
み
た

次
第
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
爾
後
の
古
文
書
研
究
に
よ
つ
て
西
域
敏
團
、
特
に
吐
魯
番

地
域
に
お
け
る
僧
尼
衆
團
の
諸
情
勢
を
或
る
程
度
鮮
明
に
す
る
こ
と
が

出
來
、
ま
た
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
若
干
の
問
題
鮎
を
も

見
出
し
た
の
で
、
從
來

の
論
文
を
踏
ま
え
て
、
以
下
敷
項
に
分
つ
て
論

述
し
た
い
と
お
も
う
。

二

試
み
に

『
法
顯
傳
』
・
『
西
域
記
』
・
『慧
超
傳
』
等
の
入
竺
求
法
紀
行

傳
類
を
み
る
と
、
訪
往
の
西
域
印
度
諸
國
の
佛
教
事
情
を
述
べ
た
と
こ

ろ
に
、
必
ず
伽
藍
寺
院
の
数
や
僧
衆
の
員
数
等
を
掲
げ
て
あ
る
の
を
見

る
。
こ
れ
ら
の
敷
字
は
漫
然
と
傳
聞
に
よ
つ
て
記
入
し
た
も

の
で
な

く
、
恐
ら
く
は
各
地
域
教
團
に
お
け
る
僧
尼
簿
籍
に
依
る
報
告
を
受
け

た
も
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
に
至
つ
た
の
は
敦
煙
文
書
に

お
け
る
僧
尼
籍
の
存
在
と
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
推
進
さ
れ
た
藤
枝
晃

・

竺
沙
雅
章
爾
氏
の
業
績
に
學
ん
だ
た
め
で
あ
る
。
部
ち
藤
枝
博

士
は

「敦
燵
の
信
尼
籍
」
(東
方
學
報
京
都
第
二
十
九
冊
)
を
、
竺
沙
氏
は

「敦

唐
代
西
域
の
僧
尼
衆
團

(小
笠
原
) 

七
九
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唐
代
西
域
の
僧
尼
衆
團

(
小
笠
原
)

 

八
○

燵
の
僧
官
制
度
」
(同
誌
京
都
第
三
十

一
冊
)
を
獲
表
さ
れ

て
、
實
に
詳

細
に
唐
末
以
降
の
敦
焼
地
方
の
僧
尼
衆
團
の
在
り
方
を
論
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
今
の
私
の
場
合
は
、
敦
燈
敢
團
に
は
敢
え

て
燭
れ
な
い

が
、
西
域
各
地
に
お
い
て
も
敦
燈
様
式
に
準
じ
て
、
必
ず
や
佛
教
敢
團

の
圭
腱
を
な
す
僧
尼
簿
籍
の
類
が
存
在
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
但

し
私
の
扱

つ
た
吐
魯
番
文
書
か
ら
は
、
確
實
な
簿
籍
類
は
見
出
さ
れ
な

い
が
、
私

の
前
論
文
に
も
紹
介
し
た
と
こ
ろ
の
マ
ス
ペ
ロ
編

『
ス
タ
イ

(2
)

ン
卿
に
よ
る
中
央
ア
ジ
ア
第
三
同
探
槍
漢
文
書
類
』
の
ア
ス
タ
ー
ナ
出

土
の
某
寺
破
除
暦

(
ス
タ
ィ
ン
文
書
三
三
八
.
三
一
九
號
)
に
お
い
て
、
上

坐
寺
圭
知
、
中
坐
道
信
、
下
坐
碕
、
沙
彌
、
作
人
、
大
客
児
、

小
客
児

等
と
、
寺
内
に
あ
る
場
合
の

三
定
の
地
位
付
け
を
し
て
、
そ
れ
ら
の
僧

衆
の
食
糧
は
じ
め
寺
院
経
理
を
記
録
し
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
た
い
。

こ
の
破
除
暦
即
ち
経
理
文
書
は
、
そ
の
後
の
調
査

で
は
唐
代

西
州
以

(
3
)

前
、
す
な
わ
ち
高
昌
國
時
代
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
つ
た
が
、

時
代
を
遡

つ
て
ゆ
け
ば
ゆ
く
ほ
ど
、
破
除
暦
の
明
細
な
の
が
印
象
づ
け

ら
れ
る
。
而
し
て
そ
の
裏
付
け
と
し
て
の
簿
籍
類
の
存
在
を
考
え
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。

次
に

『
吐
魯
番
考
古
記
』
(黄
文
弼
編
)
所
掲
の

「寧
朔
將
軍
麹
斌
造

寺
碑
」
墓
文
の
碑
陰
を
み
る
と

「
高
昌
大
僧
。
上
坐
。
中
坐
。
砒
尼
都

籔
問
齋
圭

(願
泰
)
。
典
録
。
維
那
。
弘
道
都
鐵
問
齋
圭
。
法
師
維
那
。

(主
力
)

(主
力
)

卒
事
繹
師
。
否
事
法
師
。

季
事
輝
師
。
法
師
。
暉
師
。

法
師
。

輝
師
」

等
と
、
高
昌
國
内
の
僧
官
信
職
列
位
と
も
み
る
べ
き
文
字
が
録
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
髄
の
僧
侶
衆
團
の
構

成
が
、
中
國
本
土
の
在
り
方
を
模
し
な
が
ら
も
、

一
面
高
昌
國
地
方
猫

自
の
組
織
を
示
し
て
い
る
と
認
め
う
る
鮎
で
あ

る
。

次
に
吐
魯
番
地
域
の
檜
侶
衆
團
の
存
在
以
外

に
尼
衆
の
存
在
を
確
認

し
よ
う
と
す
れ
ば

『
比
丘
尼
傳
』
等
に
よ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
巻
四
に

「
儒
高
昌
都
郎
中
寺
凋
尼
傳
」
が
見
え
る
。
本
姓
は
福
氏

で
あ
り
、
高
昌
に
生
れ
、
年
三
十
に
し
て
出
家

し
て
郎
中
寺
に
住
し
た

の
で
、
時
人
敬
重
し
て
姓
を
以
つ
て
凋
尼
と
い
う

よ
う
に
な
つ
た
。
菜

競

三
食
、
戒
行
精
苦
し
て
、
六
指
を
焼

い
て
供
養

し
、
遂
に
掌
を
焼
く

に
至
つ
た
と
い
わ
れ
、
又

『
大
般
浬
梨
経
』
を
諦

し
て
一三
日

一
遍
と
い

う
熱
情
者
で
も
あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
當
時
の
高
昌

一
國
の
尼
衆

の
師
僧

は
法
慧
法
師
と
い
う
人
で
、
凋
尼
は
彼
に
勧
め
て
亀
蝕
國
に
赴
き
金
花

帳
下
の
直
月
な
る
も
の
に
つ
い
て
晩
尼
の
修
練
を
な
さ
し
め
、
遂
に
第

三
果
を
得
し
め
た
と
い
う
。
後
に
法
慧
の
蹄
國

に
際
し
、

音
信
未
だ
通

ぜ
ざ
る
に
、
漏
尼
は
之
を
先
に
知
し
て
い
た
。
そ
し
て

「
尼
衆
を
呼
び

遠
出
迎
候
せ
り
」
と
み
え
る
。
そ
の
騨
異
の
優
れ
た
鮎
で
深
く
尊
敬
さ

れ
、
梁
の
天
監
三
年

(五
〇
四
)
九
十
六
歳
で
卒

す
る
ま
で

「高
昌
の

諸
尼
の
師
奉
せ
ざ
る
は
な
し
」
と
傳
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
に

「
尼
衆
」

の
存
在
と
凋
尼
の
如
き
傑
出
者
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。
次
に

『
吐
魯

番
考
古
記
』
所
掲
の
延
昌
十
七
年

(
五
七
七
)
の

「
比
丘
尼
僧
願
爲
浬

契
経
題
記
」
を
み
る
と
、
先
に
凋
尼
が
三
日

三
遍
讃
諦
の
業
を
働
ん
だ

と
い
う

『
浬
架
経
』
を
、
今
度
は
書
爲
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
の
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獲
起
者
た
る
比
丘
尼
僧
願
の
入
道
の
理
由
を
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
の

を
注
意
し
た
い
。

僧
願
先
因
不
幸
。
生
稟
女
穣
。
父
母
受
怜
。
令
使
入
道
。
錐
参
法
侶
。
三
業

面
培
。
夙
容
驚
儂
。
恐
命
室
過
。
籍
疾
思
省
。
泳
炭
交
懐
。

こ
れ
は
幼
少
時
に
父
母
に
よ
つ
て
入
道
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
、
及
び
當

時
の
佛
教

に
お
け
る
女
性
観
の

一
面
を

「
先
因
不
幸
。
生
稟
女
臓
」
と

示
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
相

當
早
く
か
ら
僧
衆
に
劣
ら
ぬ
行
業
を
勘
ん
だ
尼
衆
の
存
在
を
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
。三

大
膿
、

西
域
寺
院
の
在
り
方
は
、
寺
、
窟
寺

(山
房
)
、
窟
院
、
輝
院
、

塔
院
等
の
名
構
で
呼
ば
れ
、
時
代
に
よ
つ
て
匿
々
で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
て
僧
尼
衆
團
が
止
佳
所
と
し
た

の
は
寺
、
窟
寺
、
暉
院
等

で
あ

つ

て
、
窟
院
は
佛
像
安
置
所
又
は
禮
拝
所
で
あ
つ
た
と
お
も
わ
れ
る
。
窟

院
は
洞
院
で
あ
り
、
後
世
の
ミ
ン
ウ
イ

(千
佛
洞
)
で
も
あ

る
。
と
こ

ろ
で
唐
代
西
州
治
下
に
入

つ
た
吐
魯
番
地
域
に
は
、
僧
尼
衆
團
の
止
住

し
た
寺
院
は
幾
許
で
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
『
宋
史
高
昌
傳
』
に
お
け

る
王
延
徳
行
程
記
に
は
、
唐
朝
の
寺
額
を
受
け
た
と
云
わ
れ
る
佛
寺
を

五
十
蝕
旺
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
大
い
に
参
考

に
な
る
敷

字

で
あ

る
。
從
來
、
私
の
見
た
吐
魯
番
文
書
中
の
唐
代
の
寺
院
名
は
、
寺
田
文

(
4
)

書
中
心
に
す
れ
ば
略
ぼ
二
十
鯨
り
で
あ
つ
た
か
ら
、
宋
初
の
王
延
徳
の

族
行
時
と
は
年
代
の
隔
り
は
相
當
あ
る
け
れ
ど
も
、
盛
唐
時
代
に
い
た

る
ま
で
の
こ
と
と
し
て
唐
朝
の
寺
額
を
受
け
た
も
の
五
十
鯨
匠
が
あ

っ

た
と
考
え
る
こ
と
は
妥
當
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
に
は
大
藏
経
を

所
藏
す
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
い
わ
ば
信
衆
修
道

の
根
抵
に
お
か
れ
る
も
の
で
あ
つ
た
。

さ
て
西
州
に
お
け
る
僧
尼
衆
團
の
修
道
生
活
を
み
る
に
、
上
述
の
寺

に
お
い
て
は
、
寺
圭
、
上
座
、
維
那
、
典
座
、

直
歳
等
の
寺
官
僧
職
者

が
お
り
、

一
般
の
僧
尼
修
道
者
は
、
僧
衆
ま
た

は
尼
衆
、
徒
衆
等
と
よ

れ
ば
れ
た
。
ま
た
年
少
者
で
沙
彌
と
か
式
叉
摩
尼
と
よ
ば
れ
る
入
門
初

心
者
が
い
た
。
そ
の
外
に
も
往

々
に
し

て
作
人

と
か
大
客
児
、

小
客

見
、
女
子
童
と
よ
ば
れ
る
在
俗
者
が
住
し
て
い
た
。
そ
れ
は
大
膿
に
西

域
の
邊
境
地
方
に
て
は
、
寺
院
は
在
俗
子
弟
の
教
育
の
場
と
し
て
の
存

在
た
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
僧
尼
衆
團
の
敏
養
課
程
と
し
て
は
、
依
る
べ
き
律
文

・
律

疏
等
が
あ
つ
た
の
で
、
現
に
西
域
將
來
の
唐
代

の
律
文

・
律
疏
断
片
は

相
當
量
に
上
つ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

『
西
域
考
古
圖
譜
』
佛
典
編
等
に

も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
藤
井
有
隣
館
所
藏
の

「
受
八

關
齋
戒
文
」
(
一
巻
二
十
二
行
)
(
同
館
五
+
四
號
文
書
)
「式
叉
摩
尼
六
法

文
」
(大
中
七
年
三
月
三
日
、
尼
沙
彌
虚
妙
記
)
(
同
館
五
十
八
號
文
書
)
等
は

(5
)

現
に
就
い
て
み
る
こ
と
が
出
來
る
。
か
か
る
次
第
で
あ
る
か
ら
、
修
道

生
活
は
規
律
に
基
ず
い
て
行
わ
れ
た
と
す
べ
き

で
あ
る
が
、
し
か
し
實

際
に
永
い
期
間
に
お
い
て
は
雑
多
な
ト
ラ
ブ

ル
が
起
る
の
も
止
む
を
得

唐
代
西
域

の
僧
尼
衆
團
 
(
小
笠
原
)

 

八

一
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唐
代
西
域
の
僧
尼
衆
團
 (小
笠
原
)

 

八
二

な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
そ
の

三
例
と
し
て
學
げ
る
べ
き
は

『流
沙

遺
珍
』
(
金
租
堂
編
)
第
十
五
所
見
の
次
の
文
書
断
片
で
あ
る
。

1
 
丁
谷
曾
義
玄

2
 右
慈
静
自
往
山
居
早
経
五
年
。
糠
食
米
麺
錨
鍋

3
 藍
箪

三
切
家
具
。
皆
從
縣
下
將
往
。
窟
所
無
何

4
 及
。
被
前
件
僧
打
罵
。
道
青
等
具
見
恵
静
陳

5
 状
。
今
見
推
問
。
自
蝕
乃

加
謳
口
云
。
當
房
及

6
 諸
窟
所
度
失
脱
及
志
丁
谷

羅
等
敷
人

7
 通
欺
。
諸
窟
及
當
房
不
曾
有
。
失
脱
慷
伊
妬

(訴
)

8
 害
傷
然
亦
能
。
其
義
玄
丁
谷

三
切
材
木
梨
脇

9
 去
年
十

三
月
廿
日
夜
般
車
爾
迭
入
州
城
。
恵
静

10
 
共
敷
人
具
見
。
倫
自
不
論
却
被
羅
職
云

三
切

(下
訣
)

右
の
如
く
、
最
初
に

「
丁
谷
僧
義
玄
」
と
標
記

し
た
全
十
行

に
及

ぶ
、

い
わ
ば
訴
訟
文
書
断
片
で
あ
る
。
そ
の
文
面
か
ら
み
る
と
僧
恵
静

が
丁
谷
傳
義
玄
を
訴
え
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
丁
谷
窟
寺

(山

房
)
に
佳
す
る
恵
静
は
、
数
年
前
に
粗
食
家
具
等
を
般
入
し
た
實
談
が

あ
る
の
に
、
反
封
に
義
玄

(同
じ
丁
谷
僧
)
が
霧
ん
だ

と
い
つ
て
恵
静

を
誕
告

し
具
打
罵
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
つ
た
の
で
、
そ
の
正
否
の
決

を
定
め
ん
と
し
て
出
訴
に
及
ん
だ
も
の
ら
し
い
。

此
の
丁
谷
窟
寺
は

『
西
州
志
残
巻
』
(敦
燵
石
窟
遺
寳
所
牧
)に
も
見
え

て
お
り
、
大
谷
探
瞼
隊
も
遺
跡
を
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
吐
硲
溝
所
在
の

寺
で
あ
つ
て
、
所
謂
善
導
大
師
願
経
た
る

『
阿
彌
陀
経
』
な
ど
も
、
此

腱
で
獲
掘
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
文
書
文
面
で
は
、
如
上
の
漢

人
僧
以
外
、

こ
の
寺
で
度
し
た
失
脱
及
志
、
丁
谷
 
羅
等
の
敷
人
の
胡

人
僧
も
佳
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
唐
初
、
貞
観
初
年
に
玄
斐
三
藏
が
入
竺
せ
ん
と
し
て
出

立
の
際
、

此
の
地
を
通
過
し
た
が
、
當
時
は
な
お
高
昌
國
末
年
で
あ
つ

て
、
麹
文
泰
王
以
下
が
尊
敬
し
た
の
が
、
國
統
王
法
師
で
あ
り
、
法
相

の
學
僧
象
法
師
も
い
た
。
こ
の
國
統
王
法
師
が
當
時
の
僧
尼
衆
團
の
長

(6
)

で
あ

つ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
唐
朝
西
州
治
下
に
牧
ま

り
、
唐
の
朧
右
道
に
編
入
さ
れ
た
場
合
と
し
て
は
、
此
の
地
の
僧
官
の

長
は
何
と
呼
構
し
た
か
な
お
不
明
で
あ
る
が
、
矢
張
り
何
等
か
の
組
織

が
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
述
の
訴
訟
事
件

の
際
は
そ
の
庭
で
裁
釧
さ

れ
た
と
考
え
る
。
、

大
禮
に
西
域
出
土
の
寺
院
経
理
文
書
類
、
即
ち
破
除
暦
に
よ
れ
ば
、

各
寺
内
に
は
、
上
座
、
寺
圭
、
都
維
那
、
典
座
、
直
歳
等
の
三
綱
寺
官

が
お
か
れ
て
、
経
理
問
題
は
直
歳
曾
が
事
務
腱
理
し
、
月
間
、

又
は

一

年
間
の
寺
院
の
牧
支
は
詳
細
に
記
録
を
作
り
、
全
住
僧
の
い
る
総
會
の

席
上
で

三
同
の
承
認
を
得
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
様
式
は
既
に
敦

煙
文
書
等
で
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
吐
魯
番
文
書
か
ら
は
、
唐
代
に
お

け
る
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
破
除
暦
は
現
在
ま
で
の
と

こ
ろ
見
出
し
え
な

い

が
、
併
し
寺
内
の
三
綱
制
度
は
と
ら
れ
て
い
た
も
の
と
お
も
う
。

マ
ス

ペ
ロ
氏
紹
介
の
ア
ス
タ
ー
ナ
出
土
文
書

(
ス
タ
ィ
ン
文
書
三
三
四
號
)
断
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片
に1

□

寺
維
那

下
□

2
□
業

常
田
成
東
□
武
里
□

3
□
業

部
田
□

と
あ
り
、
同

カ
ラ

コ
ー
ジ

ヤ
出
土
文
書

(
ス
タ
イ

ン
文
書
三
四
八
號
)

に

1
□
都
尉
那
僧

2
□
拾
渠
碩
騨
拾
莱
□

3
□
禿
女
等
二
人
□

な
お
同
様

の
文
書

(
ス
タ
ィ
ン
文
書
四
六
〇
號
)
に
も

「直
歳
都
尉
那
」

云
々
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
片
鱗
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
私
が
前
論
文
で
も
紹
介
し
た
こ
と
の
あ
る
大
谷
文
書
第
三
五
〇

一
號

「
入
銭
暦
」
断
片
を
掲
げ
る
と
、

1
入
鑓
暦
十
三
日
、
輩
師
施
銭
伍
百
伍
拾
文
、
巾
柴
各
這

2
十
四
日
、
尼
衆
施
鏡
壼
降
参
伯
文
、
牒
布
壼
段
贈
香
銭

丁
師
施
巾
拾
各
凡
鉢
伍
拾
具
。
大
続
武
各
這

と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
、
寺

へ
の
施
銭
、
施
巾
等
を
記
録

し
た
も
の

で
、
直
歳
の
所
管
に
な
る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
寺
の
所
在
は
到
ら
な

い
が
、

こ
ゝ
に
も

「
尼
衆
」
の
文
字
の
み
え
る

こ
と
は
注
意
を
要
す

る
。
寺
内
止
佳
の
檜
侶
や
尼
達
を
寺
衆
、
徒
衆
、
尼
衆
等
と
総
稻
し
た

こ
と
は
銑
に
数
同
に
亘
つ
て
論
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

西
州
に
お
け
る
寺
領
所
有
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
は
本
誌
第
八
巻

一

號
に

「西
域
出
土
の
寺
領
文
書
再
論
、
西
州
の
寺
田
」
に
お
い
て
論
述

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
絃
に
は
詳
し
く
贅
せ
ぬ
が
、
そ
の
所
有
穀
類
を

貸
出
し
て
牧
利
を
計
る
よ
う
な
こ
と
も
、
寺
院
慣
行
と
し
て
は
直
歳
の

所
掌
で
は
な
か
つ
た
ろ
う
か
。
『
吐
魯
番
考
古
記
』
の

「
女
婦
才
子
還

饗
残
牒
」
(
ヵ
ラ
コ
ー
ジ
ャ
出
土
)
に
は

1
 女
婦
才
子
負
僧
法
義
変
二
石
四
升

2
 付
詑
上
者
准
状
徴
得
各
付
本
圭
詑
謹

3
□

年
二
月

日
典
馬
思
□

4
 

録
事
氾
□
賢

と
み
え
る
。
こ
の
文
書
は
圖
版
に
よ
れ
ば
女
婦
才
子
が
僧
法
義
か
ら
借

り
た
変
二
石
四
升
を
正
し
く
本
圭

へ
返
濟
し
た
こ
と
を
謹
す
る
正
式
書

類
の
よ
う
で
あ

つ
て
、
典

・
録
事
は
俗
人
官
で
あ
る
か
ら
、
借
萎
に
は

官
聴
が
立
會

つ
た
こ
と
が
到
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
僧
團
の
封
肚
會
接

燭
は
多
岐
に
亘
つ
た
の
で
あ
る
。
教
團
僧
衆
の
封
外
活
動
の
本
命
な
る

(7
)

敏
化
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

大
谷
探
槍
隊
員
が
獲
掘
將
來
し
た
吐
魯
番
の
ミ
イ
ラ
は
全
部
で
十

一

禮
あ
つ
た
が
、
そ
の
中
族
順
博
物
館
に
置
か
れ
た
第
四
號

男
性

ミ
イ

ラ
は
、
清
野
謙
次
博
士
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
剃
髪
さ
れ
て
お
り
、
恐

ら
く
は
唐
代
の
僧
職
の
ミ
イ
ラ
で
あ
つ
た
ろ
う

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

四

冒
頭
に
敏
述
し
た
敦
煙
文
書
に
お
け
る
僧
尼
籍
の
存
在
、
そ
の
研
究

に
基
ず
く
信
官
制
度
の
諸
問
題
は
、
時
代
的
に
云
え
ば
唐
末
以
降
の
敦

唐
代
西
域
の
僧
尼
衆
團
 (
小
笠
原
)

 

八
三
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唐
代
西
域

の
僧
尼
衆
團
 
(
小
笠
原
)

 
八
四

煙
教
團

の
在
り
方
を
鮮
明
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
印
ち
蹄
義
軍
、

吐
蕃
時
代

の
そ
れ
で
あ
る
。
竺
沙
氏
は
此
の
時
代
の
敦
煙
教
團
の
頭
領

た
る
都
僧
統
の
具
髄
的
な
傳
統
を
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ

で
、
今

『
吐
魯
番
考
古
記
』
所
掲

の

「観
音
奴
別
課
題
識
」
を
見
れ
ば
、

こ
れ
は
吐
魯
番
出
土

の
爲

経
断
片

(縦
一
一
・
三
糎
、
横

三
八
・
七
糎
)

で
、
表
面
漢
文
経
典
、
裏
面
同
乾
語
封
課
文
の
も
の
で
、
小
断
片
の
経
、

名
不
詳
で
は
あ
る
が
、
其
の
題
記
が
注
意
を
要
す
る
。
黄
文
弼
氏
の
解

説
す
る
通
り
、
圖
版
を
み
る
と
表
面
の
漢
文
経
典
の
頭
部
に

「
観
音
奴

都
統
所
別
繹
」
と
墨
書
さ
れ
、
裏
面
の
ウ
イ
グ
ル
文
の
封
課
四
行
の
次

に
は

「別
課
文
第

一
秩
詑
無
安
爲
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
帥
ち
こ
れ

は
西
州
が
後
に
同
紘
人
の
た
め
に
侵
さ
れ
、

い
わ
ゆ
る
同
乾
時
代
に
入

つ
て
、
摩
尼
教
等
の
胡
教
が
侵
透
し
た
け
れ
ど
も
、
佛
敢
が
鯨
韻
を
保

つ
て
隆
盛
を
績
け
て
い
る
時
代
、
佛
敢
々
團
に
は
僧
官
の
頭
領
と
し
て

の
都
統
が
お
か
れ
、
そ
の
庭
を
』
都
統
所
」
と
い
つ
た
も
の
で
あ
り
、

し
か
も

こ
の
断
片
の
物
語
る
如
く
、
漢
文
佛
曲
ハの
ウ
イ
グ
ル
語
課
が
行

わ
れ
た

こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
観
音
奴
が
此
の
時
の
都
統
で

あ
つ
た
わ
け
と
な
る
。
な
お
黄
氏
は
羅
振
玉
氏

『
高
昌
壁
書
精
華
』
第

十
八
圖
に
載
す
る
ベ
ゼ
ク
リ
ク
寺
院
壁
書
中
に
、
三
人
の
剃
髪
無
髪
の

信
侶
像

の
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
書
像
上
に
、
法
恵
都
統
、
進
恵
都
統
、

智
通
都
統
の
像
と
標
題
し
て
あ
る
を
認
め
、
漢
文
佛
敢
経
典
を
同
乾
人

の
た
め
に
同
紡
語
課
す
る
、
所
謂
漢
同
封
課
時
代
の
所
産
な
る
こ
と
を

述
べ
て
い
る
が
、
之
を
要
す
る
に
、
第
十
世
紀
以
降
に
お
け
る
同
乾
人
の

優

勢

占

擦

と

と
も

に
、

此

の
地

域

は

漸

次

中

國

支

配

を
遠

去

つ
た

け

れ

ど

も
、
曜都
統

並

び

に
都

統

所

は

そ

の
當

時

の
僧

尼

衆
團

を

率

い

て
存

在

し
た

の

で
あ

る
。

こ

の

こ
と

は
前

述

の
敦

煙

教

團

に
お

け

る
都

僧

統

以

下

の
信

官

制

度

の
在

り
方

と
比

し

て
興

味

あ

る

こ

と
と

云

わ

ね

ば

な
ら

な

い
。

こ

の
意
味

に
お

い

て
な

お

宋

代

王

延

徳

の
吐

魯

番
行

程

記

の
叙

述

を

想

起

し

宗

教

と

し

て

の
佛

教

の
推

移

を
凝

視

し
た

い
ど

お
も

う
。

(
昭
和
四
〇
年
度
綜
合
研
究

「
佛
教

々
團

の
議
展
形
態
」
成
果

の

一
部
)

1
 

那
波
利
貞
博
士

「
千
佛
巖
莫
高
窟

と
敦
煙
文
書
」
(
西
域
文

化

研

究
第

二
巻
)

の
中

に
、
百
姓
曾

・
地
圭
僧

と
同
様

に
、
大
谷
文
書

一
〇

四
〇
號

「
田
地
僧

綿
文
書
」

の
田
地
僧

を
も
儒
濫
僧

と
し
て
い
ら
れ
る
。

と

こ
ろ

で
こ
の

「
田
地
僧
」

は

「
百
姓
曾
」
・
「地

士
⊥僧
」

と
は
異
り
、
高

昌
國
時

代

の
田
地
城
所
在

の
地
域

(
唐
代

の
柳
中
縣
治

に
當

る
)

の
僧

を
意
味

す

る
。

公
構
地
名

と
蕾
來

の
慣
構
呼
名

の
相
違

は
裁
然

と
出
來

る
も

の
で
な

い
と
考
え
る
か
ら
で
あ

つ
て
、
島
崎

昌
、

池
田
温
氏
な
ど
も
そ
の
よ
う
に

解
し

て
い
ら
れ
る
。

3
 

小
田
義
久

「
西
域

に
お
け
る
寺
院

経
濟

に

つ
い
て
」
(
龍
大

佛

教

文

化

研
究
所
紀
要
第

一
集
)

4
 
拙
稿

「
西
域
出

土
の
寺
領
文
書

再
論
、

西
州

の
寺

田
」
(
印

度

學

佛

敏

學
研
究
八
-

一
)

5
 
律
文

・
律
疏

の
研
究

に
は
、
西

域
文
化
研
究
會
内

に
て
は
圭
と

し
て
土

橋
秀
高
氏
が
當

つ
て
い
る
。

そ
の
業
績
に
よ
ら
れ
た
い
。

6
 
慈
恩
傳
巻

三
。
拙
稿

「
高

昌
國
佛
教
と
玄
弊

三
藏
」
(
龍
大

佛

敏

文

化

研
究
所
紀
要
第
二
集
)

参
看
。

7
 
拙
稿

「
唐
代
西
州

人
士
の
精

碑
生
活
」

(
龍
谷
史
壇

五
五
號
)

-538-


